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定
期
利
用
の
申
請

　
市
営
駅
前
駐
輪
場
を
利
用
で
き
る

の
は
1
人
に
付
き
1
台
で
、
自
転
車

と
排
気
量
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自

転
車
が
利
用
で
き
ま
す
（
原
動
機
付

自
転
車
が
利
用
で
き
る
の
は
、
白
井

駅
前
第
3
駐
輪
場
、
西
白
井
駅
前
第

1
・
2
駐
輪
場
の
み
で
す
）。

　
駐
輪
場
を
実
際
に
利
用
し
な
い
家

族
の
名
前
を
使
っ
て
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
請
数
が
増
え
抽
選
と
な

り
本
当
に
利
用
し
た
い
人
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。 

利
用
期
間

　
平
成
27
年
4
月
1
日
㈬

〜
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭

西白井駅前駐輪場

場
所
　
左
上
図
の
と
お
り

料
金
・
駐
輪
場
別
駐
輪
可
能
台
数

　

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の

申
請
書
（
市
民
安
全
課
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

白
井
駅
、
西
白
井
駅
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
で
郵
送
す
る
か
直
接

市
民
安
全
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
や
直
接
持
参
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅
、

西
白
井
駅
に
設
置
す
る
「
あ
ず
か
り

放置自転車禁止区域

　

市
で
は
、
2
日
㈫
か
ら
19
日
㈮
ま
で
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
の
白
井
・
西
白
井
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
利
用
し
て
い
る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

箱
」
へ
投
か
ん
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
も
で
き
ま

す
（
E
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間
　
2
日
㈫
〜
19
日
㈮
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
申
し
込
み
の
利
用
決
定
や
追
加
申

請
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
に
添
付
の

要
領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
の
免
除

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

使
用
料
の
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
に
使
用
料
減
免
申
請
書
と
手

帳
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
人

●
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
児
童

手
当
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

駐
輪
場
利
用
の
ル
ー
ル

と
注
意
事
項

○
駐
輪
場
内
で
の
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
な
ど
の
損
害
に
つ
い
て
、

市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

○
盗
難
防
止
の
た
め
、
利
用
者
は
自

転
車
に
二
重
ロ
ッ
ク
な
ど
を
し
、
確

実
に
施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い

○
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
は

自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
か
ら
降

車
し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画
線

に
き
ち
ん
と
停
め
て
く
だ
さ
い

○
ル
ー
ル
違
反
（
指
定
駐
輪
場
以
外

へ
の
駐
輪
、
無
許
可
駐
輪
な
ど
）
の

自
転
車
な
ど
は
撤
去
し
ま
す

白井駅前駐輪場

○
一
時
利
用
で
利
用
券
発
行
か
ら
24

時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
改
め
て
一

時
利
用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

○
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
危
険
物

の
駐
輪
場
内
へ
の
持
ち
込
み
や
、
ご

み
な
ど
を
放
置
・
散
乱
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い

○
駅
側
か
ら
間
を
空
け
ず
に
順
次
駐

輪
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い自

転
車
の
放
置
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
市
で
は
「
白
井
市
自
転
車
等
の
放

置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
白

井
駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
に
定
め
て
お
り
、

放
置
禁
止
区
域
（
上
図
参
照
）
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
、
原
動
機
付

自
転
車
は
同
条
例
に
基
づ
き
市
で
撤

去
、
移
送
し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
撤
去
費

用
は
所
有
者
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
必
ず
所
定
の
駐
輪
場

に
止
め
て
く
だ
さ
い
（
無
許
可
駐
輪

も
撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
ま
た
は
一
時

利
用
券
を
購
入
し
、
自
転
車
な
ど
に

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
平
成
27
年
4
月
か
ら
の
利
用
分
〜

白井駅前駐輪場

第1駐輪場

第2駐輪場

第2駐輪場

第3駐輪場

第3駐輪場

第4駐輪場

第1駐輪場

市
営
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請

受
け
付
け
開
始

料金表

使用区分
市内在住者 市外在住者

自転車
原動機付
自転車

自転車
原動機付
自転車

定期利用
（年間）

一　般 3,600円 5,400円 7,200円 10,800円

高校生以下 1,800円 2,700円 3,600円 5,400円

一時利用（24時間まで） 100円 200円 100円 200円

※一時使用が可能な駐輪場は、白井駅前第1、第3、西白井駅前第1、
第2駐輪場です。（そのほかは、定期使用専用です）

駐輪場別駐輪可能台数

駅 駐輪場名
自転車 原動機付自転

車（50㏄以下）定期利用 一時利用

白井駅

①白井駅前第1駐輪場 533台 16台 －　
②白井駅前第2駐輪場 184台 －　 －　

③白井駅前第3駐輪場 354台 24台 40台

④白井駅前第4駐輪場 415台 －　 －　

西白井駅

①西白井駅前第1駐輪場 683台 19台 23台

②西白井駅前第2駐輪場 1,463台 68台 100台

③西白井駅前第3駐輪場 580台 －　 －　

※
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る
場

合
に
は
、
切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

【
返
還
申
請
】

日
時
　
平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

場
所
　
市
民
安
全
課

必
要
な
も
の

　
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
返
還
を
受
け
る
人
の
住

所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
）、

印
鑑
、
移
送
保
管
手
数
料
（
自
転
車

2
、
0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車

3
、
0
0
0
円
）、
保
管
自
転
車
等

返
還
通
知
（
は
が
き
で
通
知
を
受
け

た
場
合
）

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時
　
金
・
日
曜
日
　
午
後
1
時
〜

午
後
4
時
（
祝
日
と
な
る
金
曜
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
市
白
井
3
7
7

－

6
　
旧
中
央

公
民
館
別
館
わ
き
）

必
要
な
も
の
　
返
還
許
可
証
（
返
還

申
請
時
に
発
行
）、
自
転
車
な
ど
の

鍵
、
印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
2

◆日時　13日㈯　午後2時～ 3時30分
　　　　（開場　午後1時30分）
◆場所　保健福祉センター
◆対象　市内在住、在勤・在学の人
◆内容　第5次総合計画　基本構想（素案）の概
　　　　要説明と質疑応答
※事前の参加申し込みは必要ありません。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

　市では、平成28年度を初年度とする新たな市
のまちづくりの指針となる「第5次総合計画」を
策定しています。これまで、アンケート調査、勉
強会やタウンミーティングでのワークショップな
どで皆さんのご意見をいただきながら、同計画の
基本構想を検討し、素案をとりまとめましたので、
素案の説明会を開催します。
※基本構想とは、市の目指す将来像とそれを実現
するための基本的な施策の方針を示すものです。

第5次総合計画
基本構想（素案）の説明会開催

第5次総合計画
基本構想（素案）の説明会開催
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平
成
25
年
度
決
算

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
市
が
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
、

市
の
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地方債の残高
区分 地方債残高 市民1人あたり

総務債 91億5,820万円 146,600円

民生債 5億2,029万円 8,300円

衛生債 3億8,315万円 6,100円

土木債 2億1,040万円 3,400円

消防債 1,107万円 200円

教育債 32億7,672万円 52,400円

下水道事業債（特別会計） 24億9,591万円 40,000円

水道事業債（企業会計） 4億8,306万円 7,700円

合計 165億3,880万円 264,700円

※平成26年3月31日現在の住民基本台帳人口62,493人で計算
しています。

地方債の残高

特別会計
会計名 歳入 歳出 差し引き

国民健康保険 63億1,128万円 59億9,563万円 3億1,565万円

介護保険 25億3,473万円 24億7,193万円 6,280万円

後期高齢者医療 4億706万円 4億427万円 279万円

下水道事業 12億517万円 11億2,232万円 8,285万円
学校給食

共同調理場事業 5億305万円 4億9,359万円 946万円

※翌年度へ繰り越して実施する事業に使う財源として、下水道
事業は5,731万円、介護保険は81万円を含みます。

企業会計
事業名 歳入 歳出 差し引き

水道
事業

収益的
収支 4億5,724万円 4億2,792万円 2,932万円

資本的
収支 3,176万円 6,233万円 △3,057万円

※表中の「△」はマイナスを表します。
　資本的収支の不足額は留保資金などから補てんしました。

一般会計以外の決算について

土地 963,437平方㍍

建物 148,672平方㍍

有価証券 2,576万円

出資による権利 4億1,117万1千円

自動車 54台

基金

土地 42,912平方㍍

現金 39億5,303万2千円

債権 12万円

　平成25年度末
で市が保有する
土地や建物など
の財産は、右表
のとおりです（一
般会計以外の財
産を含みます）。

一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
（
収
入
）
が
1
8
8
億
2
、
0

5
8
万
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
5
億
3
、  

5

4
2
万
円
を
含
む
）、
歳
出
（
支
出
）

が
1
7
8
億
8
、1
1
2
万
円
で
し

た
。

　
差
し
引
き
は
9
億
3
、
9
4
6
万

円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の
中
に
は

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
採
択
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
で

完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
26
年

度
に
繰
り
越
し
て
引
き
続
き
実
施
す

る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源
4
、 

6
5

1
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
平

成
25
年
度
の
収
支
は
、
8
億
9
、
2

9
5
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
下
の
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

※
表
中
の
数
値
は
万
円
未
満
単
位
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

内
訳
、
差
し
引
き
が
一
致
し
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

◆
歳
入
（
繰
入
金
が
減
少
）

　
平
成
25
年
度
は
、
平
成
24
年
度
で

実
施
し
た
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金

の
統
廃
合
が
終
了
し
、
廃
止
し
た
基

金
か
ら
、
い
っ
た
ん
歳
入
と
し
て
一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
た
10
億
6
6
2

万
円
が
減
少
し
た
た
め
、
歳
入
全
体

で
は
6
億
5
、
3
8
9
万
円
（
3
・

4
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る

市
税
に
つ
い
て
は
、
人
口
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
に
比
べ
1
億
4
、
8
1
2
万

円
（
1
・
7
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

◆
歳
出
（
総
務
費
が
減
少
）

　
ご
み
の
処
理
や
印
西
斎
場
・
印
西

霊
園
な
ど
を
運
営
す
る
「
印
西
地
区

環
境
整
備
事
業
組
合
」
が
借
入
金
を

前
倒
し
し
て
返
済
し
た
こ
と
に
伴
い
、

組
合
に
対
し
負
担
金
を
支
払
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
に
比

べ
衛
生
費
が
3
億
9
、
5
5
9
万
円

（
19
・
9
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
基
金
の
統

廃
合
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
公
共
施
設

整
備
保
全
基
金
へ
の
積
み
立
て
10
億

6
6
2
万
円
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

総
務
費
が
8
億
2
9
0
万
円
（
22
・

7
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
出
全
体
で
は
、
平
成
24
年
度
に

比
べ
て
5
億
3
、
6
7
1
万
円
（
2
・

9
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
事

業
採
択
な
ど
の
理
由
で
平
成
25
年
度

に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業
（
白
井
第

一
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業
な

ど
）
に
掛
か
る
8
億
7
、
9
8
7
万

円
は
、
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
し
て

実
施
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
・
資

金
不
足
比
率
の
状
況

　
財
政
の
早
期
健
全
化
の
必
要
性
を

判
断
す
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
決
算
に
よ

　平成25年度の特別会計および企業会計の決算は、下表
のとおりです。

　地方債は、将来にわたって市民が利用する道路や公共
施設の建設などの費用を、現在の市民だけでなく将来の
市民にも負担してもらうことが公平である場合に、地方
債の借り入れについて県の同意が得られた後に国などか
ら借り入れる市の借金のことです。
　平成25年度末地方債残高は下表のとおりです。

市の財産
る
財
政
状
況
を
示
す
健
全
化
判
断
比

率
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

指
標
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
に
お
い
て
、
財
政
健

全
化
計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
市
の
公
営
企

業
（
下
水
道
事
業
、
水
道
事
業
）
に

資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、

数
値
の
算
定
が
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
の
財
政
状
況
お
よ
び
公
営
企
業

の
経
営
状
況
は
、
と
も
に
健
全
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2

の

市が国や銀行など
から長期にわたっ
て借りる借用金

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー



2014.12.13

白
井
市
住
居
表
示
審
議

会
委
員
を
委
嘱

　
市
が
実
施
す
る
住
居
表
示
に
関
し

て
、
審
議
し
て
い
た
だ
く
住
居
表
示

審
議
会
委
員
9
人
を
10
月
15
日
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
2
年
間
で
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

白
井
市
住
居
表
示
審
議
会
（
敬
称
略
）

小
林
茂
（
会
長
）、
新
堀
昌
邦
（
副

会
長
）、
桑
原
玉
樹
、
佐
藤
君
子
、

田
中
繁
雄
、
利
根
川
敦
、
村
﨑
英
幸
、

平
成
25
年
度
に

実
施
し
た
主
な
事
業

　
平
成
25
年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業

の
中
か
ら
、
第
4
次
総
合
計
画
で
設

定
し
て
い
る
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち

し
ろ
い
」
の
実
現
の
た
め
に
、
第
4

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
か
ら
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
事
業

や
新
規
に
取
り
組
ん
だ
事
業
を
中
心

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
要
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を
築
く

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
　
2
億

3
1
8
万
3
千
円

　
子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
の
助
成

を
、
通
院
に
つ
い
て
は
小
学
6
年
生

ま
で
に
、
入
院
に
つ
い
て
は
中
学
生

ま
で
に
実
施
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く

●
防
犯
対
策
事
業
　
45
万
3
千
円

　
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
住
民
パ
ト

ロ
ー
ル
体
制
を
築
く
た
め
、
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
を
実
施
し
、
受

講
者
に
対
し
て
青
色
回
転
車
両
を
貸

し
出
し
ま
し
た
。

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く

●
特
定
保
健
指
導
事
業

　
1
1
4
万

1
千
円

　
特
定
保
健
指
導
を
受
け
や
す
い
体

制
整
備
と
し
て
、
特
定
健
診
会
場
で

特
定
保
健
指
導
の
初
回
面
接
を
実
施

し
ま
し
た
。

元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
築
く

●
農
業
生
産
技
術
・
経
営
改
善
支
援

事
業
　
1
、
2
8
0
万
2
千
円

　
市
特
産
の
「
梨
」
に
つ
い
て
、
降

雹
（
こ
う
ひ
ょ
う
）
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
多
目
的
防
災
網

の
張
り
替
え
経
費
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
し
た
。

み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
ま
ち
を
築
く

●
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
　
1
、
9
2
7
万
7
千
円

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
市
民
自
ら
が
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
に
資
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
高
効
率
給

湯
器
を
設
置
し
た
市
民
に
対
し
、
設

置
費
の
一
部
に
つ
い
て
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
に
関
し
て
は
、
市
内
産
業
の
振

興
の
た
め
、
市
内
事
業
者
に
よ
る
設

置
の
場
合
、
補
助
額
を
拡
大
し
ま
し

た
。

実
施
計
画
以
外
の
事
業

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
　
6

5
1
万
5
千
円

　
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
や
住
宅

関
連
産
業
を
中
心
と
す
る
市
内
産
業

の
活
性
化
お
よ
び
雇
用
の
創
出
を
図

る
た
め
、
市
内
事
業
者
に
よ
り
、
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
市
民
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

●
学
校
図
書
館
運
営
事
業
　
1
、
6

7
0
万
7
千
円

　
学
校
図
書
館
を
各
教
科
な
ど
で
の

学
習
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
主
体

的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

読
書
活
動
推
進
補
助
教
員
を
配
置
し

ま
し
た
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2

柏
木
芳
枝
、
小
山
豊

問
　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
4

6子
育
て
お
母
さ
ん
の
再

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

出
張
就
労
相
談
会
ｉ
ｎ

鎌
ヶ
谷

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
白
井
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
印
西

市
が
共
催
で
「
自
己
理
解
と
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
」「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇
用
保
険

受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈬
　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前

10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
就
労
相
談

会
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
鎌
ヶ
谷
市
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー

対
象
　
セ
ミ
ナ
ー
　
再
就
職
を
考
え

て
い
る
子
育
て
中
な
ど
の
女
性
　
20

人
、
就
労
相
談
会
　
一
般
　
4
人

（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
未
就
学
児
　
10
人
ま
で

※
保
険
料
と
し
て
1
人
1
0
0
円
が

（
予
定
）
掛
か
り
ま
す
。
10
日
㈬
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
2
へ

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0農

産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
11
月
7
日
か
ら
14

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目
　
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ

ン
、
ミ
ズ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
赤

カ
ブ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー

県
検
査
品
目
　
ハ
ク
サ
イ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

い
う
懐
か
し
い
光
景
を
、
今
も
お

客
さ
ん
と
相
談
し
て
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
年
の
3
月
か
ら
は
、
市
商
工

会
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
暮
ら
し
な

ん
で
も
お
助
け
隊
」
の
登
録
店
に

も
な
り
、
地
元
の
安
心
し
て
頼
む

こ
と
の
で
き
る
事
業
者
と
し
て
、

棚
板
一
枚
か
ら
、
介
護
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
の
細
か
な
工
事
の
相

談
な
ど
を
承
る
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
3
代
目
の
神
野
社
長
に
話
を
伺

う
と
「
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
家
造
り
も
含
め
て
、
今
増
え
つ

つ
あ
る
空
家
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
て

行
き
、
お
客
様
が
楽
し
い
だ
ん
ら

ん
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
場
所
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　

　
現
在
手
作
り
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
る
事
務
所
を
広
く
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
連
れ
で
も
集

ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス
に
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
「
神
野
工
務
店
」
に

家
の
相
談
に
行
っ
て
「
ワ
ク
ワ
ク

感
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
今
回
は
、
風
間
街
道
の
百
合
ヶ

丘
住
宅
の
入
り
口
付
近
に
あ
る

「
株
式
会
社
神
野
工
務
店
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
㈱
神
野
工
務
店
は
、
松
戸
市
矢

切
地
区
で
、
先
々
代
の
社
長
か
ら

工
務
店
を
開
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

白
井
市
方
面
で
の
仕
事
が
多
く
な

り
、
縁
が
あ
っ
て
平
成
11
年
に
開

業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、

白
井
市
や
松

戸
市
周
辺
で

注
文
住
宅
を

手
掛
け
る
ほ

か
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
細
か

な
改
築
か
ら

大
規
模
に
改
修
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
社
員
と
協
力
業
者
が

一
丸
と
な
っ
て
お
客
さ
ん
に
喜
ば

れ
る
家
造
り
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
工
事
を
請
け
負
っ
た
お
客
さ
ん

の
紹
介
か
ら
新
し
い
注
文
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で
業

績
を
上
げ
て
来
る
事
が
で
き
た
そ

う
で
す
。

　
神
野
工
務
店
で
は
、
毎
年
8
月

上
旬
の
日
曜
日
に
ビ
ン
ゴ
大
会
や

ス
イ
カ
の
早
食
い
競
争
、
和
太
鼓

演
奏
な
ど
を
行
う
「
か
み
の
ま
つ

り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

7
回
目
と
な
り
地
域
の
楽
し
い
行

事
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
も
昔
は
新
築
住

宅
が
出
来
る
度
に
見
ら
れ
た
上
棟

式
の
「
建
て
ま
え
の
餅
ま
き
」
と

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

〜
理
想
の
家
に
住
み
た
い
、
住
み
心
地
の
い
い
家
に
直
し

た
い
と
い
う
お
客
様
の
気
持
ち
を
大
切
に
一
丸
と
な
る
〜

株
式
会
社
神
野
工
務
店 21

かみのまつりに集まった皆さん

自治宝くじの助成金で集会用テントと
ワイヤレスアンプ、餅つき用具を整備

　白井市自治連合会では、（財）自治総合センター
が実施する自治宝くじの助成金により、自治連合
会所属の自治会が行事で活用できるように貸し出
し用の集会用テント、ワイヤレスアンプ、餅つき
用具を整備しました。
　この助成制度は、宝くじの社会貢献広報事業と
して、宝くじの受託事業収入を財源
として実施しているコミュニティー
活動の支援を行い、コミュニティー
の健全な発展と住民福祉の向上を目
的とするものです。
■問　市民活動支援課市民活動支援班
内線3152

農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
、
60
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
保
険
料
も
月
額
2
万
円
か

ら
6
万
7
千
円
ま
で
の
間
で
千
円
単

位
で
選
択
で
き
、
農
業
経
営
の
状
況

や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い

農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
、

い
つ
で
も
自
由
に
脱
退
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
業
委
員
会

　
内
線
3
2
6
1
・

2
、
J
A
西
印
旛
中
央
支
店
　
☎
0

4
7
6
（
4
8
）
2
2
1
0

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
25
日
㈭
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
3

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
6
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

青色回転車両で見回りを実施

ワイヤレスアンプと餅つき用具

集会用テント

委嘱を受ける委員

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

パソコンによる家の完成予想図
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年末年始の燃やすごみなどの収集日

種類 収集曜日 年末最終
収集日

年始収集
開始日

燃やすごみ 毎週
月・木 29日 5日
火・金 30日 6日

燃やさない
ごみ

毎月第1・3
の各曜日

月 22日 5日
火 23日 6日
水 24日 7日
木 25日 15日
金 26日 16日

資源物 毎週

月 29日 5日
火 30日 6日
水 24日 7日
木 25日 8日
金 26日 9日

※燃やさないごみの12月22日㈪～ 26日㈮は臨時で回収しま
す。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
年
始
の
印
西
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
直
接
搬
入

　
家
庭
ご
み
お
よ
び
事
業
系
ご
み
を

直
接
搬
入
す
る
場
合
の
、
年
末
の
搬

入
終
了
日
時
お
よ
び
年
始
の
搬
入
開

始
日
時
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
末
年
始
は
直
接
搬
入
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
の
搬

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
搬
入
終
了
日
時
　
12
月
30
日
㈫

午
後
4
時
ま
で

年
始
搬
入
開
始
日
時

　
1
月
5
日
㈪

午
前
9
時
か
ら

※
家
庭
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
に
は
、

搬
入
許
可
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
年
内
に
直
接
搬
入
を
希
望
す
る
人

は
、
12
月
26
日
㈮
ま
で
に
市
環
境
課

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン

タ
ー
の
申
し
込
み

　
収
集
の
申
し
込
み
は
、
年
末
は
12

月
26
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日

㈪
か
ら
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
（
4
9
1
）
4
7
5
3
）
で
受

け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

※
粗
大
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
が
指
定
し
た
収
集
日
に
、
指

定
し
た
排
出
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。し

尿
の
く
み
取
り

　
年
末
は
12
月
29
日
㈪
ま
で
、
年
始

は
1
月
5
日
㈪
か
ら
白
井
清
掃
（
☎

（
4
9
2
）
0
7
6
8
）、
ま
た
は

大
久
保
清
掃
（
☎
（
4
9
2
）
0
1

2
0
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

浄
化
槽
汚
泥
の
く
み
取
り

　
白
井
清
掃
（
☎
（
4
9
2
）
0
7

6
8
） ・ 

大
久
保
清
掃
（
☎
（
4
9

2
）
0
1
2
0
）・
白
井
環
境
サ
ー

ビ
ス
（
☎
（
4
9
2
）
0
7
6
9
）

は
、
年
末
は
12
月
26
日
㈮
ま
で
、
年

始
は
1
月
5
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

　
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
（
☎
（
4
9
1
）

8
3
1
1
）
は
、
年
末
年
始
も
休
ま

ず
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
4
・
5
、
印
西

地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印
西
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

　
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
2
7
3
2

【
燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ
な
い
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
】

　
年
末
年
始
の
収
集
は
、
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
ご
み
の
量
が
多
い
た
め
、
収
集
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
を

実
施

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
12
月
31
日
現
在
で
「
工
業
統

計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
従
業
者
数
、
製
造
品

出
荷
額
、
在
庫
額
、
原
材
料
使
用
額

な
ど
で
す
。

　
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体

が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各
種

施
策
を
決
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
12
月
上

旬
か
ら
1
月
に
か
け
て
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8
・
9
、
県
統
計
課
工
業

班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
2

6
・
7

「
労
働
力
調
査
」
を
実
施

　
総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で
は
、

国
の
経
済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
「
労
働
力

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
毎
月
末
に
公
表
さ
れ
る
完
全
失
業

率
は
こ
の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
に
は
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
回
収
を
行

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
　
西
白
井
4
丁
目
の
一
部

実
施
期
間
　
12
月
か
ら
平
成
27
年
4

月
ま
で
（
準
備
調
査
1
カ
月
・
本
調

査
4
カ
月
）

※
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
県
統
計
課
労
働
力
・
学
事
・
農

林
班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2

2
0ご

み
減
量
化
・
資
源
化

基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
市
で
は
、
現
在
「
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
基
本
方
針
は
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
上
で
の

行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
平
成
20

年
3
月
に
策
定
し
、
そ
の
後
平
成
22

年
4
月
に
見
直
し
（
平
成
24
年
3
月

に
一
部
改
訂
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
基
本
方
針
で
は
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

務
の
も
と
、
協
働
に
よ
る
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、
計
画

期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
9
年
間
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
再
生
・
循
環
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も

秋の叙勲
　11月3日に政府から「平成26年秋の叙
勲」の受章者が発表され、市内では内藤
さんが受章されました。
　　瑞宝単光章

内藤肇さん　＜元市消防団長＞

に
、
よ
り
効
率
的
に
ご
み
の
減
量
が

で
き
る
2
R
（「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
削

減
）」、「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」 

）

の
取
組
み
を
優
先
的
に
行
い
、
市
の

地
域
特
性
に
根
ざ
し
た
さ
ら
な
る
快

適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
素
案
は
、
環
境
課
、
市
役

所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ

ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
最
終
的
に

基
本
方
針
を
見
直
す
際
の
参
考
と
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

す
が
、
各
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

応
募
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
法
人
や
団
体

申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
環
境
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
と
意
見
を

記
入
の
上
、
8
日
㈪
か
ら
22
日
㈪
ま

で
に
郵
便
（
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
、

　小型家電の中には、金や銅などの金属のほか、希少な資源であ
る「レアメタル」が含まれていることから、印西地区環境整備事
業組合でも使用済み小型家電のリサイクルに取り組むことになり
ました。
　小型家電リサイクルは、市役所などの公共施設に回収ボックス
を設置し、家庭で不要となった小型家電を回収するとともに、印
西クリーンセンターに搬入された燃やさないごみや粗大ごみから
も回収を行いますので、ご協力をお願いします。
　なお、回収ボックスの設置場所や回収品目などは、組合、市のホー
ムページや構成市町の広報でお知らせします。
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3274、印西クリーンセン
ター業務班　☎0476（46）2732

平成27年2月から使用済小型家電の
拠点ボックス回収を始めます

E
メ
ー
ル
ま
た
は
各
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回
収
箱
」

に
投
か
ん
す
る
か
直
接
環
境
課
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
班
　
内
線
3
2
7

5
・

 k
an
k
y
ou
@
city
.sh
i

roi.ch
iba.jp

へ

手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン

デ
イ
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
「
手
賀
沼
統
一
ク

リ
ー
ン
デ
イ
」
の
清
掃
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
は
、
手
賀
沼
流

域
の
今
井
地
区
に
残
る
、
洪
水
の
際

に
避
難
す
る
水
防
施
設
の「
水
塚（
み

づ
か
）」
の
見
学
を
し
ま
す
。

　
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
程
　
14
日
㈰
　（
小
雨
決
行
、
雨

天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・
市

役
所
玄
関
前

※
清
掃
場
所
へ
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
迎
し
、
終
了
時
間
は
見
学
も
含
め

て
正
午
頃
の
予
定
で
す
。

清
掃
場
所
　
金
山
落
（
名
内
橋
〜
今

井
三
号
橋
の
桜
並
木
）

申
・
問

　
11
日
㈭
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
環
境
課
環
境
保
全

班
　
内
線
3
2
7
3
へ

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
次
期
中
間
処
理
施
設
の
建
設
候
補

地
決
定
に
関
す
る
報
告
会
を
開
催

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
、
用
地
検
討
委
員
会
に
お
い
て
5

カ
所
（
印
西
市
の
岩
戸
地
区
、
滝
地

区
、
武
西
地
区
、
吉
田
地
区
お
よ
び

現
在
地
）
の
候
補
地
を
比
較
評
価
し

た
結
果
を
受
け
、
組
合
の
正
副
管
理

者
（
印
西
・
白
井
市
長
、
栄
町
長
）

に
よ
る
現
地
確
認
お
よ
び
協
議
を
経

て
建
設
候
補
地
を
1
カ
所
に
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
3

階
大
会
議
室

対
象

　
印
西
市
、
白
井
市
、
栄
町
の

住
民

問
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
次
期
施

設
推
進
班
内
）　
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
2
7
3
4

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井

沢
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
、
12

月
23
日
㈷
か
ら
1
月
12
日
㈷
ま
で
休

ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

　
1
月
1
日
㈷
か
ら
3
日
㈯
ま
で
、

素
敵
な
景
品
が
当
た
る
「
新
春
運
試

し
抽
選
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
　
☎

0
4
7
（
4
4
2
）
6
1
5
0

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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い
じ
め
対
策
調
査
会
・
再

調
査
会
の
委
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
い
じ
め
と
対
峙
す
る
た

め
、
5
月
に
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
策
定
し
、
い
じ
め
の
防
止
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
い
じ
め
の
防
止
な
ど

に
関
す
る
こ
と
や
重
大
事
態
が
発
生

し
た
場
合
に
お
け
る
調
査
な
ど
を
行

う
た
め
、
い
じ
め
対
策
調
査
会
お
よ

び
い
じ
め
再
調
査
会
を
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
5
人
を
10
月
に
委
嘱
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
は
2
年
間
で
、

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

い
じ
め
対
策
調
査
会
（
敬
称
略
）

大
野
精
一
、
熊
谷
忠
志
、
島
内
憲
夫
、

中
原
美
惠
、
藤
原
義
恭

い
じ
め
対
策
再
調
査
会
（
敬
称
略
）

松
浦
裕
介
、
小
澤
美
代
子
、
助
友
裕

子
、
西
英
敏
、
花
屋
哲
郎

問
　
い
じ
め
対
策
調
査
会
に
関
す
る

こ
と
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線

3
4
2
1
、
い
じ
め
対
策
再
調
査
会

に
関
す
る
こ
と
　
総
務
課
行
政
班
　

内
線
3
3
1
2

交
通
指
導
員
を
募
集

　
交
通
指
導
員
は
園
児
や
児
童
、
生

徒
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交

通
安
全
教
室
や
通
学
路
で
の
街
頭
指

導
の
ほ
か
、
市
民
の
交
通
安
全
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
駅
前
広
場
や
交

差
点
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
　

　
現
在
、
男
女
合
わ
せ
て
29
人
の
指

導
員
が
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
各
種
交
通
安
全
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
一
緒
に
活
動

し
て
い
た
だ
く
指
導
員
を
募
集
し
ま

す
。

※
交
通
指
導
員
の
身
分
は
市
非
常
勤

特
別
職
で
す
。

任
期

　
2
年

対
象

　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

交
通
安
全
に
意
識
お
よ
び
識
見
を
有

し
、
指
導
力
の
あ
る
人

　
若
干
名

※
採
用
に
あ
た
り
、
簡
単
な
面
接
を

行
い
ま
す
。

報
酬

　
年
額
2
6
、0
0
0
円

申
・
問

　
25
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
2
へ

　
年
末
は
交
通
量
が
増
加
し
、
そ

れ
に
伴
う
事
故
が
多
発
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機

会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
が

予
測
さ
れ
る
会
合
な
ど
に
は
、
車

で
出
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
・

さ
せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
運
転
者
は
高
齢
者
運
転
標

識
（
高
齢
者
マ
ー
ク
）
を
表
示
す

る
よ
う
努
め
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
に
よ
る
事
故
は
被
害
者

に
な
る
だ
け
で
な
く
加
害
者
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

各
種
保
険
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
な
ど
）

の
加
入
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標
】

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
や

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　

内
線
3
3
2
2

冬
の
全
国
交
通
安
全
運
動

10
日
㈬
〜
31
日
㈬

〜
な
く
そ
う
よ 

ぼ
く
ら
の
町
の 

飲
酒
運
転
を
〜

移
動
交
番
を
開
設

し
ま
す

　
12
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
6
日
㈯
　
午
前

10
時
〜
正
午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

白
井
河
原
子
店
、
10
日
㈬
　
午

前
10
時
〜
正
午
・
運
動
公
園
、

12
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
4
時
、

19
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午
・

セ
ー
ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店
（
西

白
井
）

臨
時
開
設

　
15
日
㈪

　
正
午
〜

午
後
3
時
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
印
西
市
）

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎

0
4
7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

家庭児童相談員（兼ひとり親家庭自立支援員）を募集

　市では、18歳未満の子および子育て中の家庭･ひとり親家庭の相談支
援を行う相談員を募集します｡
応募資格・人数　教員、医師、保健師、看護師、保育士、または左記の
資格に準ずる人で子育て支援相談に2年以上従事した経験のある人。普
通運転免許を有している人　1人
※選考基準により選考します。
勤務場所　保健福祉相談室（保健福祉センター内）
任期　平成27年4月1日から平成29年3月31日までの2年間（再任あり）
勤務時間　週３日　午前9時30分～午後4時30分（1時間休憩あり）
※勤務日は相談に応じます。　
報酬　1日当たり9,000円
■申・■問　所定の応募用紙（保健福祉相談室または市ホームページにあ
ります）に必要事項を記入の上、12月15日㈪（必着）までに資格証の
写しを添えて郵送か直接保健福祉相談室　☎（497）3491へ

第
2
回
「
サ
ロ
ン
（
集

い
の
場
）」
代
表
者
交

流
会
議
を
開
催
し
ま
す

　
現
在
、
市
の
高
齢
化
率
は
22
・
2

㌫
と
県
内
で
も
若
い
ほ
う
で
す
が
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
特
性
上
、
自

治
会
に
よ
っ
て
は
す
で
に
40
㌫
以
上

の
高
齢
化
を
迎
え
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

　
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
65
歳
に
到

達
す
る
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
以

降
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
見
込
み

で
、
地
域
の
住
民
同
士
の
絆
を
強
め
、

助
け
合
い
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

集
い
の
場
（
サ
ロ
ン
）
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
で
主
に
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

る
主
催
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま

り
、
情
報
を
交
換
し
合
え
る
交
流
会

議
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
把
握
し
て
い
る
サ
ロ
ン
代
表

者
に
は
個
別
に
案
内
を
通
知
し
ま
し

た
が
、
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
サ
ロ

ン
代
表
者
で
、
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
17
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
の
運
営
者
お

よ
び
ス
タ
ッ
フ

※
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
か
ら
2
人
ま
で

参
加
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
E

メ
ー
ル
で
、
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者

支
援
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

 kou
reisya-fu

ku
si@
city.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

　市では、職員の育児休業取得などに伴い、こども発達センター
で集団療育などをしていただく任期付職員（保育士）の募集を行
います。
勤務場所　こども発達センター（保健福祉センター隣）
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和43年4月2日以降に生
まれた人（45歳以下）　1人
任期　平成27年1月1日～平成29年3月31日（職員の育児休業の取
得により決定）
※勤務時間など詳細については、市ホームページまたは直接問い
合わせてください。
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に
必要事項を記入の上、履歴書、保育士登録証の写しを添えて、12
月12日㈮までに、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線
3314・5へ

市育休任期付職員
（保育士）を募集します

12
月
4
日
㈭
〜
10
日
㈬
は
人
権
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜

　
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
翌
年
か
ら
12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

お
り
、
市
で
も
街
頭
啓
発
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◆
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

日
程

　
4
日
㈭
〜
10
日
㈬

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ

ビ
ー

◆
人
権
相
談

　
毎
月
第
2
木
曜
日
に
市
役
所
で
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
差
別
や
い
じ
め
、
名
誉
棄
損
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
と
感
じ
た
り
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
か
困
っ
た
り
し
た
時
は

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

◆
特
設
人
権
相
談
所

　
い
じ
め
や
親
子
・
夫
婦
・
扶
養
・

相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
借
金
・
借

家
・
名
誉
・
信
用
・
差
別
・
い
や
が

ら
せ
な
ど
、
人
権
上
の
問
題
や
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
日
㈭
〜
10
日
㈬
（
土
、
日

を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

（
佐
倉
市
）

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

問
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

☎
0
4
3
（
4
8
4
）
1
2
2
2

◆
12
月
10
日
㈬
〜
16
日
㈫
は
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

目
的
と
し
て
、平
成
18
年
6
月
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す

る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
　
法
務
省
人
権
擁
護
局
　
☎
0
3

（
3
5
8
0
）
4
1
1
1

印
西
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　市内で、小さな子どもが関係する重大な事故が発生しました。
　運転手は道路上だけでなく、店の敷地や駐車場内などでも
しっかり安全確認をしないと、思わぬ事故につながります。
　車を運転するときは、どのような時でも安全確認を必ずする
ようにしましょう。
　また、お父さんやお母さんは、子どもの行動をしっかり見て、
手を離さないようにし、事故から守るようお願いします。

子どもから目を離さないようにしましょう

委嘱を受ける委員

自転車の乗り方指導

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
」
と
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」
が
14
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
1
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投票は3種類
　
投
票
所
で
は
左
図
の
3
種
類
の
選
挙
を
、
①
か
ら
③
ま
で
順
番
に
投
票
し
ま
す
。
①
・
②

で
は
皆
さ
ん
の
入
場
整
理
券
を
確
認
し
、
投
票
用
紙
と
入
場
整
理
券
を
一
緒
に
返
却
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
途
中
で
誤
っ
て
投
票
箱
に
投と
う
か
ん函
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
の
投
票
で
確
認
が

で
き
ず
、
次
の
投
票
を
行
う
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
の
で
、
入
場
整
理
券
は
③
で
回
収
す
る

ま
で
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

　
当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で

き
る
人
は
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
20
歳
以
上

（
平
成
6
年
12
月
15
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
平
成
26
年
9
月
1
日

ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き

続
き
3
カ
月
以
上
、
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
平
成
26
年
9
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
投
票
所
に
つ
い
て
前
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
転
居
し
た
人
は

　
平
成
26
年
11
月
19
日
以
降
に
市
内

で
転
居
し
た
場
合
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
忘
れ
ず
に

　
入
場
整
理
券
は
、
世
帯
ご
と
に
封

書
で
郵
送
し
ま
す
。
1
通
に
6
人
分

ま
で
の
入
場
整
理
券
が
付
い
て
い
る

の
で
、
投
票
を
す
る
と
き
は
切
り
離

し
て
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
が
届
か
な

い
場
合
は

　
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
係
員

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
転
入
な
ど
で
白
井
市
で
初
め
て
投

票
す
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録

状
況
を
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

外
国
に
居
住
し
て
い
る

人
の
投
票
方
法
は

　
外
国
に
居
住
し
て
い
る
人
で
も
、

在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
「
在
外
公
館
投
票
」  

「
郵
便

投
票
」  

「
帰
国
投
票
」
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
一
時
帰
国
し
て
い
る
場
合
や
帰
国

後
に
国
内
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
ま
で
の
間
は
、
在
外
選
挙
人
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
国
内
の
投
票

（
選
挙
日
当
日
の
投
票
・
期
日
前
投

票
・
不
在
者
投
票
）
が
で
き
る
の
で
、

詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　選挙当日に仕事やレジャーなどで投票所へ行くことができない人は、市役所で期日前・不在者投票ができます。
　不在者投票の方法は用務などにより滞在先で投票するもの、体に重度の障害がある人や要介護者（要介護5）が郵便で自宅などから投票するもの
などがあるので、詳細は市選挙管理委員会へ問い合わせてください。

衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審査の期日前・不在者投票は期間が異なります
日程　衆議院議員総選挙　3日㈬～ 13日㈯　最高裁判所裁判官国民審査　7日㈰～ 13日㈯
時間　午前8時30分～午後8時
場所　市役所1階ロビー
持ち物　入場整理券
※3日㈬から6日㈯までは、最高裁判所裁判官国民審査の投票はできません。その際は7日
㈰以降に再度投票所に来て投票することができます。

期日前投票をするときは
　期日前投票をするには、選挙当日に次のような用事で投票できない見込みであることを
書面で宣誓する必要があります。
①仕事など（仕事、学業、地域行事、冠婚葬祭など）、②旅行など（外出、旅行など）、③病気など（病気、負傷、出産、身体障害などのため歩行困難）、
④住所移転（住所移転のため、市外に居住）
　入場整理券の裏面は「期日前投票宣誓書」になっています。期日前投票をするときは、選挙当日に投票できない事由などの必要事項を事前に記
入した上、で期日前投票所に持参してください。

選挙公報は
新聞折り込みで

14 日
㈰
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す

×

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

選

挙

特

集

ペ

ー

ジ

参加しよう　大事な一票　自分から

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

定
数
は

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
各
選
挙

区
に
お
い
て
1
人
を
選
挙
す
る
「
小

選
挙
区
選
挙
」
と
全
国
を
11
選
挙
区

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
分
け
て
行
う
「
比

例
代
表
選
挙
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　
千
葉
県
の
場
合
、
小
選
挙
区
選
挙

は
13
選
挙
区
か
ら
1
人
ず
つ
選
挙
さ

れ
（
計
13
人
）、  

白
井
市
は
千
葉
県

第
13
区
に
属
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
は
、
南
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
（
千
葉
県
・
神
奈
川
県
・
山
梨

県
）
で
計
22
人
が
選
挙
さ
れ
ま
す
。

開
票
は

日
時
　
14
日
㈰
　
午
後
9
時
〜

場
所
　
南
山
中
学
校

※
開
票
状
況
の
報
告
は
午
後
10
時
か

ら
30
分
ご
と
に
行
う
予
定
で
す
。

問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3

3
1
2 

・
3

当日、投票所へ行けない人は期日前・不在者投票を

　選挙公報は候補者の氏名・略歴・政見などを
掲載したもので、12日㈮までに新聞折り込みな
どで配布します。折り込む新聞は朝日・産経・
東京・日経・毎日・読売の6紙の朝刊です。これ
らの新聞を購読していない人にはポスティング
をしますので、市選挙管理委員会へ連絡してく
ださい。
　選挙公報は次の施設にもあります。
選挙公報を置く施設　市役所、西白井複合セン
ター、白井駅前センター、冨士センター、桜台
センター、公民センター、保健福祉センター、
文化センター、福祉センター、白井コミュニティ
センター

13日㈯のみ西白井複合センターと
桜台センターでも期日前投票ができます
　今回の選挙では、13日㈯のみ市役所のほか２カ所
を期日前の投票所として開設しています。
時間　午前8時30分～午後6時
場所　西白井複合センター、桜台センター

千葉県明るい選挙シンボルキャラクター「せんきょ君」

封書で郵送されます
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小 

小 

保育園

七次台小学校七次台中学校

投票所案内図
　投票所は次の11カ所です。自分が投票を行う投票所は、入場券で必ず確認してください。
　衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査は3種類の投票があるため、第5投票所（冨士センター）の投票は2階大集会室で行います。
　投票時間は午前7時から午後8時までです。

明るい選挙を実現しましょう
　お金の掛からない政治・選挙のため
に寄付禁止のルールを守りましょう。
贈らない　政治家や候補者などが贈ら
ない
求めない　政治家や候補者などに求め
ない
受け取らない　政治家や候補者などか
ら受け取らない

投票は14日㈰　午前7時から午後8時までです

衆議院議員総選挙・
最高裁判所裁判官国民審査

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

選

挙

特

集

ペ

ー

ジ
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材料（2人分）
豚薄切り肉2枚、ニンジン1/4本、ダ
イコン3㌢㍍、ダイコンの葉少々、
ゴボウ1/5本、ジャガイモ1個、長ネ
ギ1/4本、固形コンソメ1/2個、みそ
小さじ1、牛乳60cc、ごま油小さじ1、
水250cc
作り方　①豚肉は一口大に、長ネギ
は小口切りにする。②ニンジンとゴ
ボウはたわしで良く洗い斜め切り、ダイコンはイチョウ切り、ジャ
ガイモは皮をむき8等分に切る。③鍋を中火で熱し、ごま油を入
れ鍋になじんだら豚肉を加え炒める。④豚肉の色が変わったら、
②の材料を加え炒める。⑤分量の水と固形コンソメを加え、野
菜が柔らかくなるまであくを取りながら煮る。⑥1㌢㍍の長さに
切ったダイコンの葉を加え軽く火を通したら、火を止めてみそを
煮汁で溶きのばして加える。⑦牛乳を加えてひと煮立ちさせ、長
ネギを加える。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　「乳和食」という言葉を聞いたことはありますか。乳和食とは、
和食に牛乳や乳製品を使用し、減塩とカルシウムアップを図るメ
ニューのことです。和食は栄養バランスがよく健康的な食事です
が、高血圧症の原因となる塩分が多くなる傾向にあります。いつ
ものみそ汁のみそを半分にし、牛乳を加えることで、コクやうま
みがでて、少ない塩分でもおいしく食べられます。
1人当たりの栄養価　184㌔㌍　塩分1.0㌘　カルシウム84㍉㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 洋風ミルク豚汁

看

護

師

で

す

ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
接
種
と
し
て
接
種

を
受
け
ら
れ
る
の
は
1
回
で
、
5

年
毎
に
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
っ
た
時
に

接
種
を
受
け
そ
び
れ
て
し
ま
う
と
、

全
額
自
費
で
の
接
種
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
5
年
後
の
平
成
31
年
に
は
、
65

歳
に
な
る
人
の
み
と
な
る
予
定
で

す
。
自
分
の
健
康
の
為
に
、
対
象

と
な
っ
た
時
に
は
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
い
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
制

度
は
複
雑
で
す
の
で
、
不
明
な
点

は
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
予
防
対

策
も
一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
号

に
掲
載
し
て
い
る
「
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
つ
い
て
の
記
事

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

看
護
師

　
穂
﨑
桂

　
今
年
は
、
市
内
の
学
校
で
は
10

月
末
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
学
級
閉
鎖
な
ど
を
行
っ
た
所
が

あ
り
、
例
年
よ
り
流
行
の
兆
し
が

早
い
状
況
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
。

ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
10
月
か
ら
、
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種

に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
の
は
、

4
月
2
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日

ま
で
に
、
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
1
0
0
歳
に
な
る
人
と
、

1
0
0
歳
以
上
に
な
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
に
は
、

既
に
定
期
接
種
の
通
知
は
発
送
済

み
で
す
が
、
該
当
と
思
わ
れ
る
人

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
接
種
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
定
期
接
種
は
、
過
去
に
接

種
し
て
い
る
人
は
対
象
外
と
な
り

定
期
接
種
や
予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に

洋風ミルク豚汁

「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
新
感
染
症
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
国
や
県
な
ど
と
連
携
し
て
発
生

段
階
に
応
じ
た
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
た
め
「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
想
定
し
た
対
策
の
選
択
肢
を
示
す

も
の
で
す
。
実
際
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、

感
染
力
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、
行

動
計
画
な
ど
で
記
載
す
る
も
の
の
う

ち
か
ら
、
実
施
す
べ
き
対
策
を
選
択

し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
計
画
お
よ
び
計
画
の
概
要
】

◆
対
象
と
す
る
感
染
症

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
再
興
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
過
去

に
世
界
で
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
）

●
新
感
染
症
（
そ
の
感
染
力
の
強
さ

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
社
会
的
影
響
が
大
き
な
も
の
）

◆
対
策
の
目
的

●
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す

る●
市
民
生
活
お
よ
び
市
民
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す

る◆
発
生
段
階
お
よ
び
主
要
6
項
目

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発

生
段
階
を
、
千
葉
県
と
同
様
に
「
未

発
生
期
」
↓
「
海
外
発
生
期
」
↓
「
国

　「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が

流
行
す
る
ピ
ー
ク
は
、
お
お
む
ね
1

〜
2
月
で
す
。

　
冬
に
流
行
す
る
理
由
は
、
温
度
が

低
く
乾
燥
し
た
状
態
は
ウ
イ
ル
ス
が

長
生
き
で
き
、
乾
燥
し
た
冷
た
い
空

気
で
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
の
人
の
移
動
で 

ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
広
が
る
こ
と

も
原
因
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
常
で
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
再

確
認
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
ポ
イ
ン

ト●
外
出
後
の
う
が
い
、
手
洗
い

●
流
行
し
て
い
る
時
は
人
ご
み
へ
の

外
出
を
控
え
る

●
十
分
に
休
養
を
と
り
、
体
力
や
抵

抗
力
を
高
め
、
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
を
と
る

●
加
湿
器
を
活
用
す
る
な
ど
、
適
度

な
温
度
・
湿
度
を
保
つ

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る

◆
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
出
て
い
る
人
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
被
い
、
他
人
か

ら
口
を
そ
む
け
て
、
で
き
る
限
り
1

〜
2
㍍
以
上
離
れ
る

●
鼻
水
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
押
さ
え
た

り
、
鼻
を
か
ん
だ
り
し
た
後
は
す
ぐ

に
手
を
洗
う

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
で
増

え
て
、
熱
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は

色
々
な
種
類
が
あ
り
、
一
度
か
か
る

と
、
そ
の
時
の
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に

対
し
て
抵
抗
す
る
力
（
こ
れ
を
免
疫

と
い
い
ま
す
）
が
高
ま
り
ま
す
。
例

年
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

い
い
、
毎
年
か
か
る
人
が
多
い
た
め
、

多
く
の
人
が
免
疫
を
も
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
今
ま
で
一
度
も
流
行
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
で
、
新
し
い
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
誰
も
が
抵
抗
す
る
力

を
も
た
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は

何
が
違
う
の

内
発
生
早
期
（
県
内
未
発
生
期
）
〜

県
内
発
生
早
期
」↓「
県
内
感
染
期
」

↓
「
小
康
期
」
の
5
段
階
に
設
定
し

ま
す
。

　
発
生
段
階
ご
と
に
「
①
実
施
体

制
」「
②
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
情
報

収
集
」「
③
情
報
提
供
・
共
有
」「
④

予
防
・
ま
ん
延
防
止
」「
⑤
医
療
」「
⑥

市
民
生
活
お
よ
び
市
民
経
済
の
安
定

の
確
保
」
の
主
要
6
項
目
に
つ
い
て

の
対
策
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
閲
覧

　
計
画
は
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
9
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

12
月
1
日
か
ら
「
児
童

扶
養
手
当
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災

年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
で

き
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
な

ど
の
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
、
所

得
に
応
じ
て
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
1
人
の
場
合
の
児
童
扶

養
手
当
の
最
高
年
額
は
、
4
9
2
、

2
4
0
円
（
月
額
4
1
、0
2
0
円
）、

2
人
の
場
合
に
は
、
5
5
2
、      

2
4

0
円
（
月
額
4
6
、0
2
0
円
）
で
す
。

　
公
的
年
金
な
ど
の
年
額
が
こ
れ
よ

り
低
い
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
は
個
々
の

状
況
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
12
月
か
ら
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
児
童
家
庭
課

に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

健
診
結
果
相
談
会

　
今
年
の
健
診
結
果
を
詳
し
く
見
ま

し
た
か
。
毎
年
同
じ
よ
う
な
結
果
だ

か
ら
大
丈
夫
」「
ほ
と
ん
ど
異
常
な

し
だ
か
ら
詳
し
く
見
て
い
な
い
」
な

ど
、
結
果
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
健
康
を
損
な
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
談
会
で
は
、
市
で
行
っ
た
健
診

以
外
の
結
果
で
も
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
、
健
診
結
果
の
見
方
や
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
栄
養
士
と
保
健

師
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
健
診
結
果
表
を
準
備
し

て
か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
4
日
㈭
・
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
19
日
㈮
・
西
白
井
複
合

セ
ン
タ
ー

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
相
談
時
間
は
1
人
30
分
程
度
で
す
。

対
象
　
今
年
度
の
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
の
結
果
を

相
談
し
た
い
人

持
ち
物
　
健
診
結
果
表
、
筆
記
用
具

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
健
康
づ
く

り
推
進
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9

4
へマ

タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
18
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分
（
受
け
付
け
　
午
後
1
時

15
分
〜
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

60
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
星
の
誕
生

の
話

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー
・
無
料
、
そ
れ
以
外
の
人
・

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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運
動
公
園
か
ら
の
お
知

ら
せ

①
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
マ

ッ
チ

　
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
を
行
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
17
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

10
日
㈬
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

プラネタリウム館
～子どもクリスマスアワー 2014 ～
　プラネタリウム館では、図書館と共催で「今晩の星空の
紹介」と「クリスマスの楽しいお話し会」を開催します。
　プレゼントを持ったサンタさ
んもやってきます。
日程　14日㈰
時間　1回目・11：00 ～、2回目・
12：00 ～、3回目・13：30 ～
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　各回　86人（先着順）
料金　市内　大人210円、子ども
100円、市外　大人320円、子ども160円
※券売は、3階窓口にて開演30分前から開始します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125へ

②
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

　
初
め
て
ヨ
ガ
を
す
る
人
や
初
級
者

向
け
の
講
座
で
す
。

　
個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
に

呼
吸
法
を
プ
ラ
ス
し
て
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
を
得
な
が
ら
全
身
を
無

理
な
く
ほ
ぐ
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
筋
肉
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
1
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
、
2
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
全
8
回
・
各
木
曜
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
周
辺
市
町

在
住
者
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
4
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
12
月
14
日
㈰
ま
で
、

②
は
1
月
4
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
運
動
公
園
　
☎
（
4
9
7
）
0

2
2
2
へ

に
つ
い
て
は
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

勤
務
場
所
　
市
内
小
・
中
学
校

時
給
　
1
、
2
5
0
円
（
別
途
通
勤

手
当
あ
り
）

※
労
災
保
険
に
加
入
し
、
勤
務
時
間

に
よ
り
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
へ
加

入
で
き
ま
す
。
休
憩
は
ど
の
職
種
と

も
45
分
間
と
な
り
ま
す
。
学
校
の
休

業
日
は
勤
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
添
付
の
上
、
教
員
免

許
状
ま
た
は
保
育
士
資
格
証
明
書

（
単
位
取
得
見
込
み
の
人
は
取
得
見

込
み
証
明
書
な
ど
）
の
写
し
を
添
え

て
、
1
月
9
日
㈮
の
午
後
5
時
ま
で

に
郵
送
（
消
印
有
効
）
か
直
接
学
校

教
育
課
指
導
班
　
内
線
3
4
2
2
へ

募集する補助教員・介助員の内容
職種 少人数指導補助教員 個別支援学級介助員 学校補助教員 読書活動推進補助教員
募集人数 若干名 15人程度 20人程度 14人

応募資格

小学校教諭免許取
得者、または取得
見込みの者

幼稚園、小・中学校
いずれかの教員免
許取得者、または
保育士の資格取得・
取得見込みの者

小学校または中
学校・高等学校
教諭免許取得・
取得見込みの者

小・中・高等学校い
ずれかの教員免許取
得者、または取得見
込みの者

業務内容

小学校3・4年 生
の授業で、担任教
諭計画のもと、少
人数指導やティー
ム・ティーチング
（T・T）を行う

担任教諭の計画に
よる、個別支援学
級児童生徒への教
育支援

主に、授業中に
教室から離れて
しまう児童生徒
や登校するが教
室に入れない児
童生徒などへの
教育支援

図書室の整備や市図
書館との連絡・調整、
教科指導に必要な資
料収集および担任教
諭計画のもと、配慮
を要する児童生徒へ
の教育支援

勤務条件

週3～ 5日
（週18時間以内）
勤務時間について
は要相談

週3～ 5日
（週18～35時間以内）
8:15 ～ 16：00

週3 ～ 5日
（週20時間以内）
勤務時間につい
ては要相談

週4～ 5日
（週21時間以内）
勤務時間については
要相談

補
助
教
員
・
介
助
員
の

非
常
勤
職
員
ま
た
は
臨

時
職
員
を
募
集

　
市
で
は
、
小
学
校
の
少
人
数
指
導

補
助
教
員
、
小
中
学
校
の
学
校
補
助

教
員
・
個
別
支
援
学
級
介
助
員
お
よ

び
読
書
活
動
推
進
補
助
教
員
を
募
集

ま
す
。
募
集
す
る
職
種
や
詳
細
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
選
考
は
書
類
選
考
と
、
1
月
19
日

㈪
・
20
日
㈫
の
ど
ち
ら
か
で
10
分
程

度
の
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
面
接
の
日
時
は
後
日
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
面

接
実
施
後
に
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

　
雇
用
期
間
は
、
臨
時
職
員
と
非
常

勤
職
員
で
は
異
な
り
ま
す
の
で
詳
細

身
近
な
人
が
「
認
知
症

か
も
」
と
思
っ
た
ら

　
認
知
症
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
た
め
に
生
活
に
支
障

が
出
て
く
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
認
知
症
は
め
ず
ら
し
い
病
気
で

は
な
く
、誰
に
で
も
起
こ
り
得
る「
脳

の
病
気
」
で
す
。
す
で
に
65
歳
以
上

の
人
の
10
人
に
1
人
、
85
歳
以
上
の

人
で
は
4
人
に
1
人
が
認
知
症
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
の
誰
が

認
知
症
に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　「
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
同
じ
こ
と
を

何
度
も
聞
く
」
「
な
ん
で
も
な
い
と

き
に
突
然
怒
り
出
し
、
性
格
が
変

わ
っ
た
み
た
い
」
な
ど
、
認
知
症
の

初
期
症
状
は
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

異
変
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
人

に
よ
っ
て
症
状
の
出
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

認
知
症
は
「
早
期
診
断
・

早
期
発
見
」
が
大
切

　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
治
療
を

開
始
す
れ
ば
、
症
状
の
進
行
を
遅
ら

せ
た
り
軽
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の
仕
方
や
接

し
方
に
よ
り
症
状
を
落
ち
着
か
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
異
変
に
気
付
い
て
も
対
策
を
と
ら

な
か
っ
た
た
め
症
状
が
進
行
し
て
し

ま
い
、
本
人
や
家
族
に
大
き
な
負
担

を
掛
け
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　「
認
知
症
か
も
」
と
思
い
当
た
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
専
門
医

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

認
知
症
と
上
手
に

付
き
合
う
た
め
に

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
、
治
療
方

法
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
相
談
を

市
や
医
療
機
関
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◆
自
治
体
や
医
療
機
関
の
相
談
窓
口

●
総
合
的
な
相
談
窓
口

白
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

●
認
知
症
の
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

東
邦
大
学
医
療
疾
患
セ
ン
タ
ー
佐
倉

病
院
（
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
4
3
（
4
6
2
）
8
8
1
1

※
電
話
相
談
の
受
け
付
け
は
、
月
〜

金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
、
創
立

記
念
日
除
く
）
で
す
。

●
認
知
症
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

ち
ば
認
知
症
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3
（
2
3
8
）
7
7
3
1

※
電
話
相
談
の
受
け
付
け
は
、
月
・

火
・
木
・
土
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

で
す
。

●
65
歳
未
満
で
発
症
し
た
若
年
性
認

知
症
の
相
談

若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
0
0
（
1
0
0
）
2
7
0
7

※
電
話
相
談
の
受
け
付
け
は
、
月
〜

土
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
で
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
の
高
齢
者
が
急
速
に
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
「
た

と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
街

づ
く
り
」
が
重
要
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
支
援
機
関
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う

た
め
に
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
主
な
役
割

●
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
状
況

に
応
じ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
介
護
・
医
療
・
地
域

サ
ポ
ー
ト
な
ど
各
サ
ー
ビ
ス
の
連
携

支
援
を
行
う

●
地
域
の
認
知
症
支
援
体
制
を
構
築

し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

●
物
忘
れ
の
症
状
が
あ
る
人
や
そ
の

家
族
な
ど
に
対
し
て
、
電
話
や
訪
問

な
ど
に
よ
り
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
関
す
る
相
談
、
助
言
を
行
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
え
る
可
能

性
の
病
気
で
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
の

習
得
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ

の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
講
座
で
す
。

　
み
ん
な
で
理
解
し
、
支
え
あ
う
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
講
座
の
対
象
者
は
、
市
民
や
企
業

な
ど
の
集
ま
り
で
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
集
ま
れ
ば
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。
た

だ
し
、
会
場
の
準
備
は
開
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

認知症早期発見チェックシートでチェックしてみましょう

●最近もの忘れがひどいですか
□同じ話を何度もする
□物を無くして探し回る
□食事をしたことを忘れる
●判断や理解力が衰えていませんか
□自動改札やATMが利用できなくな
る
□料理や片付け、計算などのミスが
多くなる

●時間や場所などが分からないこと
が増えてませんか
□場所や時間、人の顔が分からない
□慣れた道でも迷うことがある
●最近、人柄が変わってきていませ
んか
□怒りっぽくなる
□落ち着きがない
●不安感が強い状態がありますか
□質問されると家族のほうを向く
□1人でいることができなくなる
●最近意欲が無くなっていませんか
□元気がなく引っ込み思案になる
□うつ症状だったり、閉じこもりが
ちになる

※このチェックシートは、あくま
でも認知症の早期発見のひとつの
目安となります。あてはまる数が
多いからといって、必ずしも認知
症とは限りません。

プレゼントがもらえるよ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　「和菓子 de クリスマス」をテーマに、
和菓子を手作りしませんか。大人も参加
でき、抹茶のおもてなしもあります。
日時　20日㈯　午前10時～正午
対象　小学生以上　16人（申し込み順）
講師　茶道裏千家準教授　中島久美子さん
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、手
拭きタオル、上履き、筆記用具
参加費　300円（材料費）
■申　14日㈰までに電話か直接白井駅前セ
ンターへ

 公  親子で楽しく遊びましょう

　親子でクリスマス会を楽しみましょう。
日時　15日㈪　午前10時30分～ 11時30分
対象　乳幼児とその保護者　15組（申し込み
順）
参加費　子ども1人に付き200円（プレゼント
代）
■申　10日㈬までに参加費持参の上、直接公民
センターへ

  駅   なかよしクッキング

西   子ども映画会

なし坊・かおりもクリスマスが楽しみ☆

  駅   ベイビータイム
　「ボックスサンタ」作りや触れ合い遊び、
洋菓子を食べながら茶話会
を楽しみましょう。
日時　17日㈬　午前10時
30分～正午
対象　生後2から6カ月まで
の子とその保護者　15組
（申し込み順）
持ち物　バスタオルかマット、飲み物
参加費　150円（材料費、茶菓代）
■申　12日㈮までに電話か直接白井駅前セ
ンターへ

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
自
分

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
将
棋
が
で
き

ま
す
。

日
時

　
12
月
6
日
、
1
月
10
日
、
2

月
7
日
（
各
土
曜
日
）　
午
前
10
時

〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

中
国
式
足
裏
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
セ
ル
フ
ケ
ア

教
室

　
疲
れ
た
体
を
自
分
で
ケ
ア
で
き
る

よ
う
に
な
る
講
座
で
す
。
血
行
を
よ

く
し
、
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
6
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ケ

ン
ズ
カ
フ
ェ
」

　
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ

ー
と
紅
茶
（
1
杯
50
円
）
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
桜
台
セ
ン
タ
ー
で

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

公  

ス
ポ
レ
ク
大
会

　
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
4
人

制
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
日
㈮
　
午
後
5
時
30
分
〜

8
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き

参
加
費
　
1
人
5
0
0
円
（
軽
食
費
・

賞
品
代
ほ
か
）

申
　
6
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
子
料
理
教
室

　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
の
人
と
一

緒
に
「
ミ
ル
ク
を
い
つ
も
の
和
風
に

プ
ラ
ス
！
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
料
理

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
16
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
市
内
在
住
の
男
性

　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

メ
ニ
ュ
ー
　
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ご
飯
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
ミ
ル
ク
そ
ぼ
ろ
煮
、
牛
乳

豚
汁
、
セ
ロ
リ
と
イ
カ
の
燻く

ん
せ
い製
の
ヨ

ー
グ
ル
ト
あ
え

申
　
13
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

公  

こ
け
玉
教
室
「
新
春

を
飾
る
迎
春
こ
け
玉
」

　
正
月
用
の
本
格
的
な
「
こ
け
玉
」

を
作
っ
て
、
玄
関
な
ど
に
飾
り
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
17
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
作

品
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

正
月
料
理
用
「
蕪か

ぶ
の

器
」
作
り
教
室

　
蕪
な
ど
の
野
菜
を
使
っ
て
、
正
月

料
理
に
添
え
ら
れ
る
す
て
き
な
飾
り

切
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
17
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
果
物
ナ
イ
フ
、
布
巾
、
作

品
を
持
ち
帰
る
た
め
の
容
器

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
15
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

自
分
の
健
康
は
自
分

で
作
ろ
う

　
介
護
予
防
に
座
り
な
が
ら
で
き
る

「
自
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
体
操
」
と
白
井
名
産
の
梨

に
ち
な
ん
だ
「
梨
ト
レ
体
操
」
を
行

い
ま
す
。

　
1
人
で
動
け
る
時
間
を
少
し
で
も

長
く
し
て
、
趣
味
の
幅
を
増
や
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
17
日
㈬

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
自
彊
術
教
室

　
舟
久
保
喜
美

子
さ
ん

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

公  

家
庭
の
味
の
お
せ
ち

料
理
教
室

　
市
内
の
料
理
の
達
人
が
、
家
庭
で

作
れ
る
簡
単
で
お
い
し
い
お
せ
ち
料

理
と
、
正
月
用
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
伝
授
し
ま

す
。

日
時
　
18
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
16
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
「
音
魂
」

　
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で
の
混
合
チ

ー
ム
で
「
ラ
イ
ブ
バ
ト
ル
」
を
行
い

ま
す
。

　
バ
ン
ド
や
ソ
ロ
、
ダ
ン
ス
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
J
―
P
O
P
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
、
太
鼓
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。
そ
の
バ
ト
ル
の
勝
敗
を
観
客
の

皆
さ
ん
に
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
5
時

30
分

　どなたでも気軽に「ふら～っと」立ち寄れるサロンです。
　コンサートなどを楽しみながら、ドリンクバーや菓子、弁当（いずれ
も有料）も味わうことができます。
日程・内容・出演者　下表のとおり
時間　午前11時～午後1時30分
■申　菓子や弁当を希望する人は①は12月5日㈮、②は1月9日㈮、③は2月
13日㈮までに直接白井駅前センターへ

日程 内容 出演者

①12月11日㈭ 駅前クリスマスコンサート 女性コーラス「♪おた
まじゃくし」の皆さん

②1月15日㈭ 腹話術を楽しもう！ ロゴス腹話術研究会　
春風正イチローさん

③2月19日㈭ みんなで歌おう　ハーモニカ演奏 ハーモニカ塾「ラルゴ」
の皆さん

※2月のみ「白井市茶華道協会」の皆さんによる抹茶のおもてなしがあり
ます（有料）。

駅  駅前サロン「ふらっと」

すてきな器を作りませんか
介護予防に「梨トレ体操」

サンタさんと楽しいクリスマス♪

ボックスサンタ

　クリスマスにちなんだ映画を見ません
か。事前の申し込みは不要です。
①「コロちゃんのクリスマスのぼうけん」
「ミッキーのアイス・スケート」ほか
　親子で楽しめるお話です。

日時　24日㈬　午前10時
30分～ 11時30分
対象　乳幼児とその保護
者（自由参加）

②「フランダースの犬」
　心温まるストーリーです。
日時　24日㈬　午後2時
～ 3時30分
対象　小・中学生（自由
参加）

白熱のバトルを見にきませんか
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募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ

ベ

ン

ト

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　【
初
級
】　
5
日
㈮
・

19
日
㈮

　
正
午
〜
午
後
2
時
・
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　【
初
・
中

級
】　
26
日
㈮
　
正
午
〜
午
後
4
時
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
年
度
会
費

3
、
0
0
0
円
　
参
加
費
　
初
級
・

1
回
3
0
0
円
、
初
・
中
級
・
1
回

5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部
　
海
老
原
☎
0
7

0
（
2
1
7
0
）
7
4
6
0

◆
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

①
冬
の
野
鳥
観
察
会

　
冬
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来
る
七
次

調
整
池
の
周
辺
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
6
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　  

集
合
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
参
加

費
　
1
0
0
円
（
保
険
料
）

②
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　「
北
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
自
然
環
境
の
作
品
の
ほ
か
、
屋
外

で
撮
影
し
た
行
事
や
子
ど
も
の
活
動

の
様
子
、
動
物
な
ど
の
作
品
も
併
せ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

て
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定
　
1
人
2
作
品
ま
で
（
2

L
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど
ち
ら

で
も
可
で
、
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）

※
審
査
の
概
要
や
展
示
期
間
な
ど
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
電
話
で
、
②
は
1
月

10
日
㈯
ま
で
に
規
定
の
応
募
用
紙
ま

た
は
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影

日
、
撮
影
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
た
も
の
（
任
意
様
式

で
可
）
を
応
募
写
真
の
裏
に
貼
り
、

郵
送
（
必
着
）
で
〒
2
7
0
―
1
4

2
4

　
白
井
市
堀
込
1
―
5
―
2
―

1
0
4

　
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2
9
1
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
☆
フ
ェ
ス
タ

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
6
日
㈯
・
7
日
㈰
　
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
　
場
所
　
千
葉
県
立

北
総
花
の
丘
公
園
（
印
西
市
）

問
　
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0

◆
企
画
展
「
鏡
の
向
こ
う
〜
神
を
視

る
　
人
を
見
る
〜
」

　
印
旛
郡
内
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

出
土
し
た
「
鏡
」
に
注
目
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
鏡
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

　
鏡
は
古
代
に
は
神
秘
的
な
役
割
を

持
つ
特
別
な
道
具
で
し
た
。
展
示
で

は
鏡
の
歴
史
と
共
に
古
代
人
が
鏡
に

何
を
見
た
の
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

日
時

　
12
月
6
日
㈯
〜
6
月
26
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　

※
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。

場
所
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文

化
財
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
）　

入
館
料
　
無
料

問
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4
8
4
）

0
1
2
6

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
台
地
（
下

総
航
空
基
地
）」
の
テ
ー
マ
で
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
7
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
　
講
師
　
小
林
茂
会
員
　
参
加

費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
伊
藤
☎
（
4
9
7
）
1
8
0
9

◆
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広
場

　「
少
年
と
老
人
そ
し
て
協
力
選
手

（ 

柏
レ
イ
ソ
ル 

）
と
の
交
流
で
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

協
力
選
手
を
交
え
た
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
め
る
交
流
会
や
ド
リ

ブ
ル
リ
レ
ー
対
抗
戦
、
サ
ッ
カ
ー
す

ご
ろ
く
、
的
当
て
キ
ッ
ク
合
戦
、
サ

イ
ン
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
7
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
特
別
養
護
老
人
施
設
「
菊
華

園
」（
神
々
廻
）

問
　
N
P
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン

　
岡
田
☎
（
4
9
2
）
2
5

0
0

◆
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

古
着
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。「
梨
の
豚
タ
レ
丼
」や
パ
ン
、

菓
子
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
や
プ
ラ
バ

ン
作
り
教
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家

族
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
13
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

問
　
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
　
根
本
☎
0
8

0
（
6
5
7
2
）
9
9
7
8

◆
D
V
D
「
不
毛
の
地
」
視
聴
・
懇

談
会

　
ロ
シ
ア
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」
な

ど
の
被
害
に
苦
し
む
人
々
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
視
聴
し
た
後
、

「
す
い
と
ん
」
を
食
べ
な
が
ら
懇
談

を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
13
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　

参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
や
お
ぱ
ぁ
く
感
謝
祭

　
地
元
野
菜
の
特
売
や
三
陸
地
方
の

物
産
コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き
の
実
演
と

体
験
、
雑
煮
、
か
ら
み
餅
、
あ
ん
こ

餅
、
き
な
こ
餅
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の

販
売
を
行
い
ま
す
。
ま
た「
な
し
坊
」

「
か
お
り
」
も
遊
び
に
来
ま
す
。

日
時

　
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
J
A
西
印
旛
農
産
物

直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」

問
　
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2
0
0
7

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
と
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
楽
し

も
う
。
女
の
子
も
一
緒
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
千
葉
県
立
北
総
花
の

丘
公
園
（
印
西
市
）　
対
象
　
年
長

か
ら
小
学
4
年
生
ま
で
の
子
と
そ
の

保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
お
に
ぎ
り
、
水
筒
、
コ
ッ

プ
、
ス
プ
ー
ン
（
保
護
者
分
も
含
む
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
14
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
名
前
と
電
話
番
号
を
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

　
佐
藤

☎
0
9
0
（
9
0
1
5
）
6
7
6
2

（
午
後
6
時
〜
）・ in

zaish
iro
i1

@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
冬
の
星
空
を
観
察
し
よ
う
！

　
東
葛
星
見
隊
の
講
師
に
よ
る
、
星

空
観
察
の
仕
方
な
ど
の
天
文
教
室
を

行
い
ま
す
。

　
冬
の
星
空
や
星
団
を
実
際
の
星
空

の
も
と
で
、
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

　
市
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
を

対
象
に
「
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
7
時
30

分
〜
11
時

　
場
所

　
七
次
第
一
公
園

（
清
水
口
）

問
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　
鈴
木

☎
（
4
9
1
）
4
3
5
1

◆
成
田
税
務
署
関
係
6
団
体
「
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
完
納
宣
言
」

　
県
税
理
士
会
成
田
支
部
、
成
田
税

務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、

一
般
社
団
法
人
成
田
青
色
申
告
会
、

一
般
社
団
法
人
成
田
法
人
会
、
成
田

間
税
会
、
成
田
酒
類
業
懇
話
会
の
6

団
体
で
構
成
す
る
成
田
税
務
署
団
体

長
会
に
よ
る
「
消
費
税
・
地
方
消
費

税
完
納
宣
言
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税

率
が
今
年
の
4
月
に
8
㌫
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
今
後
10
㌫
と
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
滞
納
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
成
田
税
務
署
関
係

6
団
体
が
滞
納
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
適
正
申
告
と
期
限
内
完
納
を

地
域
全
体
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1

子

育

て

駅  
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
お
手
玉
や
ハ
ン
カ
チ
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体

操
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
手
形
・
足
形
と
り
や
身
長
・
体
重

測
定
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
3
日
、
1
月
7
日
、
2

月
4
日
（
各
水
曜
日
）　
午
前
10
時

30
分
〜
11
時

対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）桜  

お
は
な
し
カ
レ
ン

ダ
ー

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ
る
絵
本
や
紙

芝
居
の
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
3
日
、
1
月
7
日
、
2

月
4
日
、
3
月
4
日
（
各
水
曜
日
）

午
前
11
時
30
分
〜

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
＆
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
シ
ー
ル
や
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を

使
っ
て「
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
っ

た
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

西  

ほ
っ
と
ゆ
っ
た
り
子

育
て
ひ
ろ
ば
に
集
ま
ろ

う
！

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
子
育
て
ひ

ろ
ば
」
で
す
。

　
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
や
読
み
聞
か

せ
を
し
た
後
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

子
育
て
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
26
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
2
・
3
歳
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
13
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
子
育
て
・
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ピ
ア
」　
木
村
と
も
子
さ
ん

申
　
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

公  
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
模
様
入
り
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
「
デ

コ
ロ
ー
ル
」
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で

食
べ
よ
う
。

日
時
　
13
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
10
日
㈯
　
午
後
6
時
〜

8
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
80
人

（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
人
2
0
0
円
（
豚
汁
代
）

申
・
問

　
12
月
10
日
㈬
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

　みんなで楽しく体を動か
して、ドッジボールやバド
ミントンなど、いろいろな
スポーツで遊ぼう
日時・場所・対象　下表の
とおり
持ち物　タオル、飲み物、
上履き

 公  白  レクリエーション
ホール開放

日時 場所 対象

13日㈯
午後2時～ 4時公民センター

未就学児～一般
（自由参加）

19日㈮
午後2時～ 4時白井児童館

小学生以上
（自由参加）

※公民センターで未就学児が参加する場合は、
保護者が同伴してください。

2014.12.111
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□心配ごと相談
□障害者就労相談

□心配ごと相談
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00保健福祉センター）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

7 8 9 10 11 12 13
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

14 15 16 17 18 19 20
■衆議院議員総選挙
（7：00 ～ 20：00各投票
所）
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

■心配ごと相談 出張
相談(10：00 ～ 15：00
福祉センター）
■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
□木造住宅無料耐震
相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

21 22 23 24 25 26 27
■朝市（7：00 ～ 7:15
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

【天皇誕生日】 □心配ごと相談
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□交通事故相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

28 29 30 31
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■年末歯科診療
（9：00 ～ 12：00高野台
歯科☎445-6765）

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

乳幼児健診
健康課母子保健班☎（497）3495

日 程 時　間 場　　所

 1日㈪ 10:00 ～ 11:30 保健福祉センター

5日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

17日㈬ 10:00 ～ 11:30 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。1日㈪は食事や栄
養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定するこ
とができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎（497）3494

日 程 場 所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
12日㈮

○保
9:30 ～ 10：00

26年7月生まれの人には個人通知
16日㈫ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
10日㈬ ○保 9:45 ～ 10:00 26年2月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
9日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 25年5月生まれの人には個人通知
19日㈮

2歳児歯科健康診査
17日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 24年6月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 2日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 23年6月生まれの人には個人通知
 5日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

文化会館 ☎(492)1121

プラネタリウム館 ☎(492)1125

図書館 ☎(492)1122

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

 7日㈰ 中 ピアノ発表会 13：00 無 料 増田
☎(491)8241

13日㈯
大

SINCS クリスマス・
チャリティ・コン
サート2014

14：00 全席自由
999円

平田
☎080(4727)8718

中 ミドレ音楽祭クリス
マスコンサート 13：45 無 料 大久保

☎(491)3939

20日㈯ 中 ミドレ音楽祭クリス
マスコンサート 9：45 無 料 大久保

☎(491)3939

27日㈯

大
フリューゲルの会
ミュージックコン
サート

12：10
17：10 無 料 浦塚

☎090(9397)4694

中

守ろう平和！千葉県
民の集い
第２章「集団的自衛
権」

14：00 無 料 渡邊
☎090(3134)9902

中 ミドレ音楽祭クリス
マスコンサート 18：45 無 料 大久保

☎(491)3939
※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

子どもクリスマスアワー
2014（45分間）

7日㈰　21日㈰
11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人320円、
子ども160円
各回開始30
分前から券
売

サンタさんがやってくる
「子どもクリスマスアワー」
※図書館司書のお話し有。

14日㈰　11：00
12：00　13：30

ぼくたち惑星8きょうだい
（45分間）

28㈰～
日曜日　11：30

一般向け
投映

ゆく星くる星
クリスマス編～ 12月25日
ニューイヤー編12月26日～
（45分間）

土・日曜日
冬休み期間
24日㈬～ 28日
㈰13：30・
15：00
※28日㈰15：00
の投映はあり
ません

昼間の星を
見る会

太陽の表面を観望します。
（天候により中止の場合有）

6日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会

ドームで星空解説の後
実際の星空で、月、天王
星ほかを観望(雨天曇天は
ドーム内解説のみとなりま
す）

6日㈯
17：30 ～ 18：45

大人200円
子ども無料

マタニィ・
コンサート
+α

3部構成のリラクゼーショ
ンプラネタリウム
お好きなパートのみの参加
も可
第1部　医師による講話（30
分間）
第2部　図書館司書による
絵本の読み聞かせと図書館
利用案内（20分間）
第3部　音楽と共に星の誕
生のお話し（45分間）

18日㈭
13：30 ～ 15：20
途中2回休憩有

市内在住の
妊婦は無料
ほかは一般
投映料金

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

3日・10日・17日
・24日
（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞か
せなど

一人でお話を聞
ける子ども お は な

し の へ
や

親子おは
なしかい

24日㈬
11：00 ～

わらべうた、絵本
の読み聞かせなど

市内在住の小学
校未就学児とそ
の保護者

朗読の会
「もえぎ」
による朗
読会

5日㈮
13：30 ～

大人向けの文学作
品の朗読 一般 2階

研修室

クリスマ
スおはな
しかい

14日㈰
11：00
12：00
13：30

クリスマスおはなしかいは、プラネタリウ
ム館の「子どもクリスマスアワー」の中で
行います。
※プラネタリウム観覧料がかかります。

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時ま
で、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。
※28日㈰は、午後5時まで臨時開館します。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●
※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝日は
発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

証明書などの発行日　市民課　内線3147

項　目 内　　容 日　程 料 金

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介。期間限定
で浮世絵を展示
27日㈯まで

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

郷土資料館 ☎(492)1124

各　種　相　談
□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は9:00から
窓口で受付順　9：30から電話受付も行い
ますが、窓口受付優先）　保健福祉セン
ター社会福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障害者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（前々日の月曜日午
後4時までに要予約。月曜日が祝・休日の
場合は金曜日まで。）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12：00　13：00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終金
曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　建
築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

文化センターからのお知らせ
　年末年始、文化会館・郷土資料館は28日㈰
から1月5日㈪、図書館・プラネタリウム館は
29日㈪から1月5日㈪まで休館します。


